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富士急行株式会社（本社：山梨県富士吉田市、社長：堀内光一郎）では、富士急行線大月駅において、

スムーズな改札による混雑緩和など一層のサービス向上をはかるため、接続するJR線との連絡改札口

に自動改札機を導入します。 

 

この自動改札機は、首都圏で導入されている自動改札機と同様の仕様で、IC カードでのご利用の他

お客さまの出発された駅から大月駅まで有効な JR 線のきっぷと富士急行線のきっぷを同時に入れるこ

とが可能で、富士急行線では初の導入になります。 

 

 今後も富士急行では、富士急行線の環境整備を進めることで交通インフラの充実を図り、地域活性化

の一助となることで地域の皆様に貢献して参ります。概要は下記の通りです。 

 

【自動改札機導入の概要】 

（１）使用開始日  ２０２０年３月３１日（火） 

（２）導入駅     富士急行線大月駅（連絡改札口） 

（３）通路数     ３通路 

     内訳：両方向兼用機（きっぷ及び ICカード利用可能） １通路 

両方向兼用機（きっぷ及び ICカード利用可能：ワイドタイプ） ２通路 

※ワイドタイプは通路幅を 900mm（通常は 600mm程度）とした自動改札機で車椅子を 

ご利用の方も通れるようになっています。 

※裏の白いきっぷをお持ちのお客様等は、駅係員のいる有人改札をご利用頂きます。 

 （４）利用可能な乗車券類 

    定期券サイズの裏が黒いきっぷ、券売機で発売するきっぷ、JR発売の定期券、 

交通系 ICカード等 

※当社窓口発売の裏が白いきっぷや定期券はご利用頂けません。 

 （５）その他  ２０２０年夏頃に ICカード専用両方向改札機１台を追加設置予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士急行線大月駅 ＪＲ線連絡改札口に自動改札機を導入します 



【大月駅 自動改札機状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  両方向兼用機（きっぷ及び ICカード利用可能） 

           ※３通路のうち向かって右側がワイドタイプ２通路 

 

例：ＪＲ線から富士急行線各駅までご利用の場合（一例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※上記は一例です。詳しくは駅係員にお尋ねください。 

ＪＲ線各駅 

大月駅連絡改札口 富士急行線各駅 

①ＪＲ線ご利用駅でＩＣカード

もしくはきっぷをご利用頂き

入場 

②・富士急行線各駅までのきっぷ

（裏が黒いきっぷ）をお持ちの方

やＩＣカードの方 

⇒そのまま自動改札を 

ご利用頂けます 

 

 ・ＪＲ大月駅までのきっぷ（裏が

黒いきっぷ）をお持ちの方 

 ⇒大月駅連絡改札口の券売機

できっぷをお買い求めの上、 

そのきっぷと「ＪＲ大月駅までのき

っぷ」の２枚を自動改札に投入し

ていただきます。 

※「ＪＲ大月駅までのきっぷ」と 

ＩＣカードでのご利用も可能です 

③ＩＣカードの方 

  お降りの各駅の簡易改札機

をご利用下さい。 

 

 きっぷの方 

  お降りの駅係員（集札箱）や

車掌にお渡しください。 

 


